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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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3 月に入り，ようやく春めいてきた山里を歩いていると，民家の庭などで黄色の花を枝いっぱいに
付けた灌木を見かけることがあります。これがレンギョウです。本植物は中国原産で，日本へは平
安時代初期に渡来したとされ，庭などにも植えられる雌雄異株の落葉低木で，樹高は 1 〜 3m，繁
殖力は旺盛でよく繁り，半つる性の枝は湾曲して下に垂れるようにして伸び，地面に接触すると，
そこからも根を出して新しい株ができます。枝は始め，竹のような節を持つのですが，枝の髄が早
期に消失するため，節の部分を除いて中空になります。このことから “ 空の木 ”，レンギョウウツギ
（連翹空木）という別名がつきました。この名は，本来の連翹（トモエソウ）との誤用に気付いた時期，
両者を区別するのに使われたそうです。レンギョウの花は，まだ葉が芽吹く前の早春（3 〜 4 月頃），
2 〜 3cm の黄色い 4 弁の花が，多数，細い枝に密に開き，花が咲き終わる頃，今度は入れ違うかの
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としてヤマトレンギョウ Forsythia japonica が
中国地方の石灰岩地に分布し，ショウドシマレ



























丹，英名はゴールデンベル golden bells, golden bell flower で，現在も「連翹」と書くと中国では
トモエソウもしくはオトギリソウを指します。また，レンギョウの季語は春であり，4 月 2 日は彫
刻家・詩人の高村光太郎（1883 〜 1956）の命日で，これを連翹忌とも呼びます。これは，彼が生
前好んだ花がレンギョウで告別式では棺の上にその一枝が置かれていたことに由来しています。
